
CPU を変更せずに自社製品にディスプレイを付けるための方法 
 
自社製品（測定器や FA 機器など）に新しくディスプレイ（表示部）を付与するときの４つの課題とその課題
を解決するエプソンの LCDC 活用方法についてまとめた資料です。LCDC は、CPU を変更することなくディス
プレイ（表示部）を付与できますので、LCDC がどういった課題解決につながるのか︖を詳しくご紹介していま
す。今後、表示部をつけて製品力強化をしたい場合などは、本資料をぜひご参考にしてください。 
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●４つの課題 
（１） 今使っている CPUは LCD インターフェースを持っていない 
（２） 今使っている CPU は一応 LCD インターフェースを持って

いるが十分な機能が用意されていない 
（３） ディスプレイシステムは今回が初めてのため、実現できるか

どうか不安 
（４） 新たに追加する部品が長期的に生産されないと困る 
 
●資料の主な掲載内容 
1. 新規に表示を付ける際の４つの課題 

(ア) 課題１︓今使っている CPUはそもそも LCD インターフェースを持っていない 
(イ) 課題２︓今使っている CPU は一応 LCD インターフェースを持っているが十分な機能が用意されてい

ない 
(ウ) 課題３︓ディスプレイシステムは今回が初めてのため、実現できるかどうか不安 
(エ) 課題４︓新たに追加する部品が長期的に生産されないと困る 

2. ４つの課題を解決する LCDC活用方法 
(ア) 課題１を解決する方法 
(イ) 課題２を解決する方法 
(ウ) 課題３を解決する方法 
(エ) 課題４を解決する方法 

3. エプソンの LCDCの画像処理機能について 
4. LCDC が活用できるアプリの例 
5. LCDC のラインナップ概要 
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